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理⼯学研究科【博⼠課程前期課程システム理⼯学専攻】カリキュラムツリー

研究科内共通科⽬（A群）
●⼯学倫理特論
●技術経営論
●知的財産論
●科学技術論
●マーケティング論
●エネルギー・環境論
●経済産業論
●ベンチャー論
●安全学総論
●技術者のための⽂系基礎知識
●特殊講義（各テーマ）
●寄附講座（各テーマ）

専攻内共通科⽬（B群）

●現代数学概論
●アルゴリズム⼯学特論
●現代物理・応⽤物理学特論
●画像応⽤計測特論
● ｺﾝﾋﾟｭﾃｰｼｮﾅﾙｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝｽ特論
●プロセス解析⼯学特論
●相平衡の科学
●Ｘ線回折法
●特別講義Ａ
●特別講義Ｂ
●特別講義Ｃ

●可積分系概論
●ホモロジー代数特論
●可換環上の加群論
●計算科学概論
●計算代数概論
〔英語基準コース専⾨科⽬〕
●英語基準コース（各テーマ）

数学分野（C群）

●微分幾何学
●情報幾何学
●複素解析特論
●幾何解析特論
●代数的整数論
●数論幾何学
●群と環の表現論

英語基準コース基本科目（K群）

● Japanology
●⽇本語ライティング
●英語基準コース（各テーマ）

物理・応⽤物理学分野（C群）

●磁性基礎理論
●量⼦物理学特論
●量⼦多体物理学特論
●固体物理学特論
●量⼦マテリアル特論
●相対論
●⽣物流体物理学特論
●⾮線形数理
●電磁波物理学
●量⼦光理⼯学
●基礎物性科学特論
●計算科学特論
●電気・光学材料特論
●ナノ物理⼯学
●ナノ機能素⼦⼯学
●マイクロ物質移動学特論
●計測⼯学特論
●ナノバイオデバイス特論
●電磁気学特論
●電⼦物性基礎特論
●確率的情報処理特論
●超⾳波物理学特論
●数理解析特論
●物理学・応⽤物理学英語特論
〔英語基準コース専⾨科⽬〕
●英語基準コース（各テーマ）

機械⼯学分野（C群）

●ナノ物理⼯学
●ナノ機能素⼦⼯学
●ナノバイオデバイス特論
●⽣体流体⼒学特論
● ﾊﾞｲｵﾒｶﾆｸｽ・流体⼯学特論(上級)
●マイクロ物質移動学特論
●流体弾性体⼒学応⽤
●材料評価学特論
●材料設計プロセス特論
●計算材料⼒学特論
●数学解析特論
●真空⼯学特論
●知能機械システム特論
●エンジニアリングトライボロジー
●情報機器制御⼯学
●ナノ表⾯制御・分析⼯学概論
●熱エネルギーシステム特論
●動⼒エネルギー特論
●気液⼆相流特論
●伝熱⼯学特論
●知能⽣産機械特論
●特殊加⼯学特論
●ナノ・マイクロ加⼯学特論
●応⽤数学特論
●振動制御⼯学
●最適化アルゴリズム特論
●有限要素法と振動⼯学特論
●計測⼯学特論
●物性⼯学特論
●ロボット⼯学特論
●マイクロシステム⼯学特論
●ナノデバイスプロセス特論
●画像情報⼯学特論
●ＰＩＶシステム⼯学特論
●熱流体解析特論
●⼈間⼯学特論

電気電⼦情報⼯学分野（C群）

●発電⼯学特論
●ソフトウェアシステム特論
●⾼電圧⼯学特論
●電⼦制御特論
●システム最適化特論
●コンピュータネットワーク特論
●物性⼯学特論
●電気・光学材料特論
●システムダイナミクス特論
●情報光学特論
●電磁気学特論
●電気応⽤⼯学特論
●電気機器特論
●パワーエレクトロニクス特論
●量⼦物理学特論
●半導体素⼦⼯学特論
●知能システム⼯学特論
●情報ネットワーク特論
●次世代インターネット技術特論
●太陽光励起レーザ応⽤⼯学特論
●無線通信⼯学特論
●電⼦物性基礎特論
●固体の輸送現象特論

●修⼠論⽂

【講義科⽬ 】

●アドバンストインターンシップⅠ
●アドバンストインターンシップⅡ
●アドバンストインターンシップⅢ

●海外実習Ⅰ
●海外実習Ⅱ
●海外実習Ⅲ

【 実習科⽬ 】

【ゼミナール】

【ゼミナール】

●画像処理特論
●パターン認識特論
●ヒューマンインタフェース特論
●⾳声・⾳響⼯学特論
●信号処理特論
●光・電磁波⼯学特論
●インターネット⼯学特論
●薄膜・表⾯分析⼯学特論
●光半導体デバイス特論
●データ⼯学特論
●ディジタルシステム特論
●確率的情報処理特論
●パワーデバイス特論
●半導体材料⼯学特論
●有機電⼦材料特論
●アナログ集積回路特論
●半導体デバイス⼯学特論
●半導体プロセス特論
●科学技術英語
●電気電⼦情報⼯学ＰＢＬ-A
●電気電⼦情報⼯学ＰＢＬ-B
〔英語基準コース専⾨科⽬〕
●英語基準コース（各テーマ）

●認知⼯学特論
●⽣体情報⼯学特論
●ヒューマンインターフェイス特論
●⽣物流体物理学特論
●材料強度学特論
●科学技術英語
●基礎物性科学特論
●固体物理学特論
〔英語基準コース専⾨科⽬〕
●英語基準コース（各テーマ）

●修⼠論⽂

早期修了制度（機械⼯学分野）

早期修了制度（機械⼯学分野）

●修⼠論⽂●ゼミナール●実習科⽬●講義科⽬

DP2（思考⼒・判断⼒・表現⼒等の能⼒） DP3（主体的な態度）DP1（知識・技能）

研究者もしくは⾼度専⾨職業⼈として活動するために必要とされる、理⼯学
各分野それぞれの⾼度な知識と技能を修得した上で、⾃らの論理的思考・
演繹⼒や価値の創造⼒をもって、それらを総合的に活⽤することができる。

⾃らの学びに責任を持ち、問題発⾒⼒と解決⼒をもって、未解決の課題に主体
的に取り組むことができる。

グローバルな学術情報の収集に⽋かせ
ない英語能⼒を有し、国際的な視野に⽴
って⾃ら考え、発信することができる。

周囲の⼈と円滑なコミュニケーショ
ンをとりながら問題解決のための⾼度
な「考動⼒」を発揮して社会に貢献する
ことができる。

1 2

●確率過程特論
●確率解析特論
●数理統計学概論
●マルコフ過程概論
●時系列分析
●確率モデル
●⾮線形数理学

●数学ゼミナールⅢ・Ⅳ

●物理・応⽤物理学ゼミナールⅢ・Ⅳ

●機械⼯学ゼミナールⅢ・Ⅳ

●電気電⼦情報⼯学ゼミナールⅢ・Ⅳ

●修⼠論⽂研究

●数学ゼミナールⅠ・Ⅱ

●物理・応⽤物理学ゼミナールⅠ・Ⅱ

●機械⼯学ゼミナールⅠ・Ⅱ

●電気電⼦情報⼯学ゼミナールⅠ・Ⅱ

●修⼠論⽂研究
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DP2（思考力・判断力・表現力等の能力） DP3（主体的な態度）DP1（知識・技能）

研究者もしくは高度専門職業人として活動するために必要とされる、理工学

各分野それぞれの高度な知識と技能を修得した上で、自らの論理的思考・

演繹力や価値の創造力をもって、それらを総合的に活用することができる。

理工学研究科【博士課程前期課程  環境都市工学専攻】カリキュラムツリー

自らの学びに責任を持ち、問題発見力と解決力をもって、未解決の課題に主体

的に取り組むことができる。

●科学技術英語

●デザイン地盤工学特論

●地盤地震工学特論

●河川工学特論

●海岸工学特論

●環境工学特論

●廃棄物リサイクル工学特論

●景観学特論

●構造工学特論

●鋼構造学特論

● RC構造学特論

●コンクリート工学特論

●建設マネジメント特論

●ストックマネジメント特論

●地域・都市計画学特論

●交通システム学特論（ＰＢＬ）

●社会資本計画学特論

●社会資本事業マネジメント特論

●数理計画工学特論

●意思決定工学特論

●最適化数理特論

●計画数学特論

●シミュレーション技術特論

●シミュレーションモデリング特論

●オブジェクト指向開発特論

●ソフトウェア工学特論

●分散情報処理特論

●最適設計工学特論

●情報ネットワーク特論

●情報メディア工学特論

〔英語基準コース専門科目〕

●英語基準コース（各テーマ）

● エネルギー環境・化学工学ＰＢＬⅠ
（計画編）

● エネルギー環境・化学工学ＰＢＬⅡ
（実施、検討編）

●分析・構造解析の理論と実践Ⅰ

●分析・構造解析の理論と実践Ⅱ

●光機能性材料特論

●資源循環工学特論

●分離工学特論

●無機材料化学特論

●輸送現象論特論

●グリーンプロセス工学特論

●化学環境学特論

●触媒工学特論

●機能物質工学特論

●ナノ粒子工学特論Ⅰ

●ナノ粒子工学特論Ⅱ

●反応システム工学特論

●応用鉱物工学特論

〔英語基準コース専門科目〕

●英語基準コース（各テーマ）

●修士論文

【 講義科目 】

●アドバンストインターンシップⅠ

●アドバンストインターンシップⅡ

●アドバンストインターンシップⅢ

●海外実習Ⅰ

●海外実習Ⅱ

●海外実習Ⅲ

●建築環境シミュレーション実習

●建築設計インターンシップⅠ

●建築設計インターンシップⅡ

●建築設計インターンシップⅢ

【 実習科目 】

●建築学ゼミナール Ⅲ・Ⅳ

●都市システム工学ゼミナール Ⅲ・Ⅳ

●エネルギー環境・化学工学ゼミナール Ⅲ・Ⅳ

●地域再生学ゼミナール Ⅲ・Ⅳ

●修士論文研究

【 ゼミナール 】

【 ゼミナール 】

●講義科目 ●実習科目 ●ゼミナール ●修士論文

グローバルな学術情報の収集に欠かせ

ない英語能力を有し、国際的な視野に立

って自ら考え、発信することができる。

周囲の人と円滑なコミュニケーショ

ンをとりながら問題解決のための高度

な「考動力」を発揮して社会に貢献する

ことができる。
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●都市設計学特論

●都市住環境学特論

●建築視環境特論

●建築音環境特論

●建築熱環境特論

●建築空気環境特論

●都市建築学特論

●設計製図

●建築基礎工学特論

●建築材料力学特論

●耐震工学特論

●建築構造解析学特論

●建築構造力学特論

●建築文化財特論

●建築保存工学特論

●建築構造設計特論

●建築史学特論

●建築意匠特論

●地震防災工学特論

●地震災害工学特論

●建築設計特論

●建築計画学特論

〔英語基準コース専門科目〕

●英語基準コース（各テーマ）

建築学分野（C群）

●工学倫理特論

●技術経営論

●知的財産論

●科学技術論

●マーケティング論

●エネルギー・環境論

●経済産業論

●ベンチャー論

●安全学総論

●技術者のための文系基礎知識

●特殊講義（各テーマ）

●寄附講座（各テーマ）

研究科内共通科目（A群）

● Japanology

●日本語ライティング

●英語基準コース（各テーマ）

英語基準コース基本科目（K群）

●安全工学特論

●環境分析特論

●都市環境学特論

●建築環境物理学特論

●建築環境心理学特論

●都市情報システム特論

●都市及び地域再生特論

●公共政策学特論

●地下空間工学特論

●信頼性設計学特論

●計画マネジメント特論

●Ｘ線回折法

●有機資源転換工学特論

●微粒子分散工学特論

●相平衡の科学

●プロセス解析工学特論

●弾塑性学特論

●地球環境再生生産プロセス

●地域再生学特論

専攻内共通科目（B群）

エネルギー環境・化学工学分野（C群）都市システム工学分野（C群）

●建築学ゼミナールⅠ・Ⅱ

●都市システム工学ゼミナールⅠ・Ⅱ

●エネルギー環境・化学工学ゼミナールⅠ・Ⅱ

●地域再生学ゼミナールⅠ・Ⅱ

●修士論文研究
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理⼯学研究科【博⼠課程前期課程 化学⽣命⼯学専攻】カリキュラムツリー
DP2（思考⼒・判断⼒・表現⼒等の能⼒） DP3（主体的な態度）DP1（知識・技能）

研究者もしくは⾼度専⾨職業⼈として活動するために必要とされる、理⼯学
各分野それぞれの⾼度な知識と技能を修得した上で、⾃らの論理的思考・
演繹⼒や価値の創造⼒をもって、それらを総合的に活⽤することができる。

⾃らの学びに責任を持ち、問題発⾒⼒と解決⼒をもって、未解決の課題に主体
的に取り組むことができる。

グローバルな学術情報の収集に⽋かせ
ない英語能⼒を有し、国際的な視野に⽴
って⾃ら考え、発信することができる。

周囲の⼈と円滑なコミュニケーショ
ンをとりながら問題解決のための⾼度
な「考動⼒」を発揮して社会に貢献する
ことができる。

1 2

研究科内共通科⽬（A群）

●⼯学倫理特論
●技術経営論
●知的財産論
●科学技術論
●マーケティング論
●エネルギー・環境論
●経済産業論
●ベンチャー論
●安全学総論
●技術者のための⽂系基礎知識
●特殊講義（各テーマ）
●寄附講座（各テーマ）

専攻内共通科⽬（B群）

●安全⼯学特論
●Ｘ線回折法
●材料プロセス⼯学
●物質エネルギー⼯学
●有機⼯業化学特論
●⾼分⼦科学特論
●界⾯科学特論
●⽣体関連化学
●バイオマテリアル科学
●⽣命科学特論
●⽣物⼯学特論

化学・物質⼯学分野（C群）

●鉄鋼材料学特論
●統計⼒学特論
●⾦属系⽣体・福祉材料特論
●⾦属⽣産⼯学特論
●⾦属液体構造特論
●材料機能学特論
●凝固プロセス⼯学特論
●融体加⼯学特論
●複合化プロセス⼯学特論
●材料界⾯⼯学特論
●結晶･電⼦構造特論
●セラミック材料学特論
●無機固体化学特論
●電気エネルギー化学特論
●光化学特論
●応⽤コロイド化学特論
●質量分析化学特論
●有機合成化学特論
●有機触媒化学特論
●有機構造化学特論
●有機反応化学特論
●有機半導体化学特論
●⾼分⼦材料化学特論
●⾼分⼦合成化学特論
●⾼分⼦設計創⽣学特論
●⽣体材料化学特論
●バイオナノテクノロジー特論
●バイオインスパイアード化学特論
●⽣体組織⼯学特論
●複合糖質化学特論
●分⼦認識化学特論
●⽣体錯体化学特論
●科学技術英語
●特別講義（各テーマ）
〔英語基準コース専⾨科⽬〕
●英語基準コース（各テーマ）

⽣命・⽣物⼯学分野（C群）

●分⼦細胞⽣物学特論
●創薬化学特論
●医薬品⽣体作⽤学特論
●分⼦微⽣物学特論
●微⽣物制御学特論
●微⽣物資源学特論
●発⽣⼯学特論
●⾷品化学特論
●⾷品保蔵学特論
●酵素化学特論
●⽣物プロセスシステム⼯学特論
●環境微⽣物学特論
●⾷品微⽣物学特論
●植物細胞⽣物学特論
●微⽣物免疫学特論
●⽣物環境⼯学特論
●バイオインフォマティクス特論
●⽣命・⽣物⼯学英語特論
〔英語基準コース専⾨科⽬〕
●英語基準コース（各テーマ）

●修⼠論⽂

【講義科⽬ 】

【 実習科⽬ 】

●化学・物質⼯学ゼミナールⅢ・Ⅳ

●⽣命・⽣物⼯学ゼミナールⅢ・Ⅳ

●修⼠論⽂研究

【ゼミナール】

●修⼠論⽂研究

●化学・物質⼯学ゼミナールⅠ・Ⅱ

●⽣命・⽣物⼯学ゼミナールⅠ・Ⅱ

【ゼミナール】

●修⼠論⽂●ゼミナール●実習科⽬●講義科⽬

英語基準コース基本科⽬（K群）

● Japanology
●⽇本語ライティング
●英語基準コース（各テーマ）

●アドバンストインターンシップⅠ
●アドバンストインターンシップⅡ
●アドバンストインターンシップⅢ

●海外実習Ⅰ
●海外実習Ⅱ
●海外実習Ⅲ
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理⼯学研究科【博⼠課程後期課程 総合理⼯学専攻】カリキュラムツリー
DP1（知識・技能）

研究者もしくは⾼度専⾨職業⼈として⾃⽴して活動するため
に必要とされる、理⼯学各分野の卓越した知識と技能を修
得した上で、⾃らの論理的思考・演繹⼒や価値の創造⼒をも
って、それらを総合的に活⽤することができる。

DP3（考動⼒と指導⼒）

周囲の⼈と円滑なコミュニケーションをとりつつ、卓越
した「考動⼒」と「指導⼒」を発揮して社会に貢献するこ
とができる。

DP4（主体的な態度）

⾃らの学びに責任を持ち、⾼い職業的倫理観のもと、優れ
た問題発⾒⼒と解決⼒をもって、未解決の課題を⾃ら提起
し、その解決に向けて取り組むことができる。

DP2（思考⼒・判断⼒・表現⼒等の能⼒）

グローバルな情報収集と発信能⼒に⽋かせない⼗分な
英語向上能⼒と活⽤能⼒を有し、国際的な視野に⽴っ
て思考し、研究した成果を国内外に発信することができ
る。

【ゼミナール】

【ゼミナール】

●博⼠論⽂研究

●数学ゼミナールⅤ・Ⅵ

●物理・応⽤物理学ゼミナールⅤ・Ⅵ

●機械⼯学ゼミナールⅤ・Ⅵ

●電気電⼦情報⼯学ゼミナールⅤ・Ⅵ

英語基準コース開講科⽬

●英語基準コース（数学ゼミナールⅤ・Ⅵ）
●英語基準コース（物理・応⽤物理学ゼミナールⅤ・Ⅵ）
●英語基準コース（機械⼯学ゼミナールⅤ・Ⅵ）
●英語基準コース（電気電⼦情報⼯学ゼミナールⅤ・Ⅵ）

●実習科⽬ ●博⼠論⽂●ゼミナール

●博⼠論⽂

●数学ゼミナールⅦ・Ⅷ

●物理・応⽤物理学ゼミナールⅦ・Ⅷ

●機械⼯学ゼミナールⅦ・Ⅷ

●電気電⼦情報⼯学ゼミナールⅦ・Ⅷ

●博⼠論⽂研究

●英語基準コース（数学ゼミナールⅦ・Ⅷ）
●英語基準コース（物理・応⽤物理学ゼミナールⅦ・Ⅷ）
●英語基準コース（機械⼯学ゼミナールⅦ・Ⅷ）
●英語基準コース（電気電⼦情報⼯学ゼミナールⅦ・Ⅷ）

●建築学ゼミナールⅤ・Ⅵ

●都市システム⼯学ゼミナールⅤ・Ⅵ

●エネルギー環境・化学⼯学ゼミナールⅤ・Ⅵ

●地域再⽣学ゼミナールⅤ・Ⅵ

●博⼠論⽂研究

●英語基準コース（建築学ゼミナールⅤ・Ⅵ）
●英語基準コース（都市システム⼯学ゼミナールⅤ・Ⅵ）
●英語基準コース（エネルギー環境・化学⼯学ゼミナールⅤ・Ⅵ）
●英語基準コース（地域再⽣学ゼミナールⅤ・Ⅵ）

●化学・物質⼯学ゼミナールⅤ・Ⅵ

●⽣命・⽣物⼯学ゼミナールⅤ・Ⅵ

●博⼠論⽂研究

英語基準コース開講科⽬

●英語基準コース（化学・物質⼯学ゼミナールⅤ・Ⅵ）
●英語基準コース（⽣命・⽣物⼯学ゼミナールⅤ・Ⅵ）

●英語基準コース（建築学ゼミナールⅦ・Ⅷ）
●英語基準コース（都市システム⼯学ゼミナールⅦ・Ⅷ）
●英語基準コース（エネルギー環境・化学⼯学ゼミナールⅦ・Ⅷ）
●英語基準コース（地域再⽣学ゼミナールⅦ・Ⅷ）

●建築学ゼミナールⅦ・Ⅷ

●都市システム⼯学ゼミナールⅦ・Ⅷ

●エネルギー環境・化学⼯学ゼミナールⅦ・Ⅷ

●地域再⽣学ゼミナールⅦ・Ⅷ

●博⼠論⽂研究

英語基準コース開講科⽬

●英語基準コース（化学・物質⼯学ゼミナールⅦ・Ⅷ）
●英語基準コース（⽣命・⽣物⼯学ゼミナールⅦ・Ⅷ）

●化学・物質⼯学ゼミナールⅦ・Ⅷ

●⽣命・⽣物⼯学ゼミナールⅦ・Ⅷ

●博⼠論⽂研究【 実習科⽬ 】

●海外実習Ⅳ
●海外実習Ⅴ
●海外実習Ⅵ

●アドバンストインターンシップⅣ
●アドバンストインターンシップⅤ
●アドバンストインターンシップⅥ

英語基準コース開講科⽬ 英語基準コース開講科⽬

英語基準コース開講科⽬


